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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第49期

第２四半期連結
累計期間

第50期
第２四半期連結

累計期間
第49期

会計期間

自平成27年
　４月１日
至平成27年
　９月30日

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　９月30日

自平成27年
　４月１日
至平成28年
　３月31日

売上高 （千円） 11,158,481 11,345,622 22,396,727

経常利益 （千円） 304,853 532,324 507,485

親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半

期（当期）純損失（△）

（千円） △429,359 133,146 △1,241,677

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △676,883 133,544 △1,540,395

純資産額 （千円） 10,493,270 9,634,823 9,629,707

総資産額 （千円） 20,655,941 23,041,955 21,243,209

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）

（円） △3.08 0.96 △8.92

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 50.8 41.8 45.3

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 298,353 167,580 1,371,938

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 477,374 △937,078 △255,304

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △802,674 1,598,226 △591,932

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 3,764,955 5,144,924 4,316,585

 

回次
第49期

第２四半期連結
会計期間

第50期
第２四半期連結

会計期間

会計期間

自平成27年
　７月１日
至平成27年
　９月30日

自平成28年
　７月１日
至平成28年
　９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 3.63 0.35

　（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．第49期第２四半期連結累計期間及び第49期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額について

は、１株当たり四半期(当期)純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第50期第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有

しないため算定に含めておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　なお、第１四半期累計期間において、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は「第４　経理の状況　

１　四半期財務諸表　注記事項（セグメント情報等）セグメント情報」をご参照ください。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において当社グループの事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　　　該当事項はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間末日現在において、当社グループが判断したものであり

ます。

（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府による各種政策の効果もあって、緩やかな回復基調にある

ものの、アジア新興国や資源国などの景気の下振れによる影響などにより、依然として不透明感は拭いきれない状況

となります。

当社グループの主力事業である総合エンターテインメント事業が属するアミューズメント市場におきましては、エ

ンターテインメント分野でのＶＲ（バーチャルリアリティ：仮想現実）技術が話題となるなど、市場環境に大きな変

化が現れ始めております。

また、当社グループの第２の主力事業である不動産事業が属する不動産市場におきましても、2020年を睨んだ様々

な建築プロジェクトや住宅着工件数の増加のほか、住宅取得に係る各種税制措置が図られるなど、好材料が見受けら

れる一方で、分譲マンションの新築案件などでは、価格帯の高騰で販売に頭打ち感があるなど市況が鈍化しており、

住宅販売分野における市況環境においては注視が必要な状況となります。

 

このような市場環境の中、総合エンターテインメント事業の業容の拡大を目的として、平成28年８月26日付け「グ

リー株式会社との業務提携に関するお知らせ」のとおり、グリー株式会社（以下「グリー」といいます。）とＶＲ関

連技術を活用したアミューズメント施設向け遊戯機器及び付帯するソフトウェアの開発などに関する業務提携を開始

しており、ＶＲ専門アミューズメント施設の開設に向け、準備を進めております。

 

また、当社グループの主力事業である総合エンターテインメント事業におきましては、“50周年プロジェクト”に

よるアドアーズブランドの認知度向上に向けた各種企画を展開したほか、新コンセプト店舗であるプリントシール機

（以下「プリ機」といいます。）専門店「Calla Lily（カラーリリィ）」の開設や、注目されているＶＲ技術を活用

したコンテンツサービスの一部既存店舗への導入など、引き続き新規顧客層の獲得を軸とした売上強化に努めまし

た。

子会社の株式会社ブレイク（以下「ブレイク」といいます。）が展開するアミューズメント景品の製造・販売部門

におきましては、日本ライセンス商品の販路拡大及び当社グループのアジア地域における事業展開の足掛かりを目的

として、香港に子会社（当社の孫会社）である「BREAK ASIA LIMITED」を設立いたしました。

 

当社グループの第２の主力事業である不動産事業におきましては、子会社のキーノート株式会社（以下「キーノー

ト」といいます。）が展開する一戸建分譲部門において、営業エリアの拡大による取扱い件数の増加と、“一つ上

の”上質なデザイナーズ物件をリーズナブルな価格でご提案することによる営業力強化を図り、収益の拡大に努めま

した。

また、当社が展開する不動産アセット部門におきましても、取得している保有不動産の安定した賃料収入の確保に

加え、新規収益物件の取得に努めました。

 

商業施設建築事業におきましては、大型施工案件の完成工事売上の計上に加え、新規施工案件及び得意とする設計

案件の獲得に努めました。

 

新たな事業セグメントである店舗サブリース事業におきましては、業務提携先であります株式会社オリーブスパ

（以下「オリーブスパ」といいます。）との間で具体的な協議を進めることで、早期の収益化に努めました。

 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における業績は、売上高11,345百万円（前年同四半期比＋1.7％）、営業

利益589百万円（前年同四半期比＋68.9％）、経常利益532百万円（前年同四半期比＋74.6％）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益133百万円（前年同四半期比―％）となりました。

　なお、親会社株主に帰属する四半期純利益におきましては、平成28年10月12日付け「特別損失（投資有価証券評価

損）の計上に関するお知らせ」のとおり、当第２四半期連結累計期間において特別損失を計上したことが影響してお

ります。

 

セグメント別の業績は、次のとおりであります。
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（セグメント別概況）

〔総合エンターテインメント事業〕

（アミューズメント施設運営部門）

平成28年９月に、女性従業員による社内プロジェクト『Real Girl Project（リアルガールプロジェクト）』を立

ち上げ、“女性目線による女性のための”店舗として、流行やニーズの情報発信地である渋谷の好立地において、プ

リ機専門店「Calla Lily（カラーリリィ）」をオープンいたしました。

また、主力ジャンルであるメダルゲームにおいては、人気マシンのバージョンアップを積極的に実施したほか、夏

季期間中には全店規模のメダルパックイベントを実施いたしました。さらに、当社のメダル運営ノウハウを基に、顧

客ニーズを反映して独自開発したビデオスロットマシンを、主要なメダルゲーム店舗に導入したところ、同スロット

マシンのメダル利用率は、ほかのメダルマシンに比べ２～３倍を記録するなど、消費意欲を刺激する施策などにより

売上強化を図りました。

また、都内で多数の観光バスツアーを企画・運営する企業とのタイアップ企画を継続したほか、コンテンツ関連部

門におきましても、人気アニメやゲームコンテンツとのコラボ企画を複数店舗で同時に提供するなど、新規顧客層の

獲得にも努めました。

 

これらの施策により、当第２四半期連結累計期間における既存店売上高前年比の平均は101.4％となったものの、

８月及び９月においてはリオオリンピックの開催や台風などの悪天候が想定以上に店舗集客に影響し、また一部店舗

の閉店によって、全体としては売上面で前年同四半期を下回りました。

利益面においては、設備などの投資時期の見直しのほか、光熱費などのコスト抑制を続けており、好調に推移いた

しました。

 

（アミューズメント景品の製造・販売部門）

アニメやマンガなどのコンテンツ市場が伸長していることを背景に、世界最大規模の屋内イベントである「コミッ

クマーケット９０」に企業ブースを出展し、当社及びブレイクのブランディングを強化いたしました。

催事やイベントでの商品販売は順調に推移したものの、アミューズメント向け景品の販売については大手取引先へ

の販売で苦戦し、売上面においては軟調に推移いたしました。利益面においては、利益率の高いオリジナル景品の販

売や円高の影響による為替差益の発生などから、順調に推移いたしました。

 

以上の結果、総合エンターテインメント事業の業績は、売上高7,131百万円（前年同四半期比▲5.9％）、セグメン

ト利益643百万円（前年同四半期比＋30.8％）となりました。

 

 

〔不動産事業〕

（一戸建分譲部門）

ローン金利の低水準化や政府による住宅ローン減税拡充の期間が延長されたことなどの影響を受け、分譲住宅市場

などの市況環境が回復傾向にあります。これを背景に、販売エリアを拡大したことにより取扱い件数が増加したこと

に加え、“一つ上の”上質なデザイナーズ物件をリーズナブルな価格でご提案することに注力した結果、得意とする

既存エリアを中心に販売が順調に推移したことで、売上面は順調に伸長いたしました。利益面では、依然として用地

の仕入れ、施工人件費の高騰などの影響を受けて原価が増加したことにより軟調に推移いたしました。

 

（不動産アセット部門）

保有不動産の安定した賃料収入により、堅調に推移いたしました。

 

以上の結果、不動産事業の業績は、売上高2,959百万円(前年同四半期比＋2.8％)、セグメント利益164百万円（前

年同四半期比▲38.8％)となりました。

 

 

〔商業施設建築事業〕

　得意とする設計案件を積極的に獲得したほか、大型施工案件の完成工事売上が計上できたことにより、大きく収益

貢献いたしました。

 

以上の結果、商業施設建築事業の業績は、売上高1,226百万円(前年同四半期比＋1,377.5％)、セグメント利益49百

万円（前年同四半期比―％)となりました。
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〔店舗サブリース事業〕

当社グループの新たな事業である店舗サブリース事業におきましては、オリーブスパとの具体的な協議を重ねた

結果、当第２四半期連結累計期間より取引を開始しております。

 

以上の結果、店舗サブリース事業の業績は、売上高９百万円(前年同四半期比―％)、セグメント利益▲１百万円

（前年同四半期比―％)となりました。

 

 

 また、資産、負債及び純資産の状況は以下のとおりであります。

 当第２四半期連結累計期間末の資産につきましては、前連結会計年度末に比べて1,798百万円増の23,041百万

円となりました。これは主としてたな卸資産の増加及び現預金の増加によるものであります。

　負債につきましては、前連結会計年度末に比べて1,793百万円増の13,407百万円となりました。これは主とし

て商業施設建築事業における未成工事受入金の増加及び当社グループの借入実行によるものであります。

　純資産につきましては、前連結会計年度末に比べて5百万円増の9,634百万円となりました。これは主として配

当金の支払及び親会社株主に帰属する四半期純利益による影響であります。

 

 

 　（２）キャッシュ・フローの状況の分析

　　営業活動によるキャッシュ・フローは、167百万円の資金の獲得（前年同四半期は298百万円の資金の獲得）と

なりました。これは主としてたな卸資産の増加等により、資金の獲得が減少したものであります。

　　投資活動によるキャッシュ・フローは、937百万円の資金の使用（前年同四半期は477百万円の資金の獲得）と

なりました。これは主として有形固定資産及び無形固定資産の取得によるものであります。

　財務活動によるキャッシュ・フローは、1,598百万円の資金の獲得（前年同四半期は802百万円の資金の使用）

となりました。これは主として借入の実行によるものであります。

　　これらの活動の結果、現金及び現金同等物の当第２四半期連結会計期間末残高は5,144百万円となりました。

 

 

　　（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

 

　　（４）研究開発活動

　　　　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 550,000,000

計 550,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）

(平成28年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成28年11月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 139,259,092 139,259,092

 東京証券取引所

 ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数100株

計 139,259,092 139,259,092 － －

(注)当社は平成28年８月１日を効力発生日として、単元株式数を1,000株から100株に変更いたしました。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

決議年月日 2016年7月5日

新株予約権の数 115,000個 (注)１・２

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 11,500,000株 (注)２

新株予約権の行使時の払込金額 130円 (注)３

新株予約権の行使期間
自　2016年7月20日

至　2021年7月19日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組

入額（円）

発行価格　 130円

資本組入額　65円

新株予約権の行使の条件 （注）６

新株予約権の譲渡に関する事項 （注）５

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）８

（注）１．本新株予約権１個当たりの発行価額は、100円とする。

２．本新株予約権１個当たりの目的である株式の数（以下、「付与株式数」という。）は、当社普通株式100株と

する。

なお、付与株式数は、本新株予約権の割当日後、当社が株式分割（当社普通株式の無償割当てを含む。以下

同じ。）または株式併合を行う場合、次の算式により調整されるものとする。ただし、かかる調整は、本新

株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的である株式の数についてのみ行われ、調整

の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

　　調整後付与株式数＝調整前付与株式数×分割（または併合）の比率

　　また、本新株予約権の割当日後、当社が合併、会社分割または資本金の額の減少を行う場合その他これらの

場合に準じ付与株式数の調整を必要とする場合には、合理的な範囲で、付与株式数は適切に調整されるもの

とする。

３．本新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、１株あたりの払込金額（以下、「行使価額」とい

う。）に、付与株式数を乗じた金額とする。
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　　なお、本新株予約権の割当日後、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により行使価額を調

整し、調整による１円未満の端数は切り上げる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

　調整後行使価額＝調整前付与株式数 ×――――――――――――――――

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分割（または併合）の比率

　また、本新株予約権の割当日後、当社が当社普通株式につき時価を下回る価額で新株の発行または自己株式の

処分を行う場合（新株予約権の行使に基づく新株の発行及び自己株式の処分並びに株式交換による自己株式

の移転の場合を除く。）、 次の算式により行使価額を調整し、調整による１円未満の端数は切り上げる。

 

     
既発行株式数 ＋

新規発行株式数 × １株あたり払込金額

 
調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×

新規発行前の１株あたりの時価

 既発行株式数 ＋ 新規発行株式数

　　なお、上記算式において「既発行株式数」とは、当社普通株式にかかる発行済株式総数から当社普通株式に

かかる自己株式数を控除した数とし、また、当社普通株式にかかる自己株式の処分を行う場合には、「新規

発行株式数」を「処分する自己株式数」に読み替えるものとする。

　　さらに、上記のほか、本新株予約権の割当日後、当社が他社と合併する場合、会社分割を行う場合、その他

これらの場合に準じて行使価額の調整を必要とする場合には、当社は、合理的な範囲で適切に行使価額の調

整を行うことができるものとする。

４．増加する資本金及び資本準備金に関する事項

（１）本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１

項に従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とする。計算の結果１円未満の端数が生じたと

きは、その端数を切り上げるものとする。

（２）本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記４.（１）記載の

資本金等増加限度額から、上記４．（１）に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

５．譲渡による本新株予約権の取得については、当社取締役会の決議による承認を要するものとする。

６．新株予約権の行使の条件

（１）新株予約権者は、割当日から本新株予約権の行使期間の終期に至るまでの間に株式会社東京証券取引所に

おける当社普通株式の普通取引終値が一度でも行使価額（但し、上記３．に準じて取締役会により適切に

調整されるものとする。）に50％を乗じた価格を下回った場合、新株予約権者は残存するすべての本新株

予約権を上記の場合に該当した日の翌営業日から１か月以内に行使しなければならないものとする。但

し、次に掲げる場合に該当するときはこの限りではない。

①当社の開示情報に重大な虚偽が含まれることが判明した場合

②当社が法令や金融商品取引所の規則に従って開示すべき重要な事実を適正に開示していなかったことが判

明した場合

③当社が上場廃止となる場合、破産手続開始、民事再生手続開始、会社更生手続開始、特別清算開始その他

これらに準ずる倒産処理手続開始の申立てがなされる場合、その他本新株予約権発行日において前提とさ

れていた事情に大きな変更が生じた場合

④その他、当社が新株予約権者の信頼を著しく害すると客観的に認められる行為をなした場合

（２）新株予約権者は、上記６．（１）に該当する場合を除き、割当日から本新株予約権の行使期間の終期に至

るまでの間に、いずれかの連続する５取引日の株式会社東京証券取引所における当社普通株式の普通取引

終値がすべて本新株予約権の行使価額（但し、上記３．に準じて取締役会により適切に調整されるものと

する。）の200％を上回った場合にのみ、翌営業日以降本新株予約権を行使することができるものとす

る。

（３）新株予約権者の相続人による本新株予約権の行使は認めない。

（４）本新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数が当該時点における授権株式数を超過することとな

るときは、当該本新株予約権の行使を行うことはできない。

（５）各本新株予約権１個未満の行使を行うことはできない。

７．当社が消滅会社となる合併契約、当社が分割会社となる会社分割についての分割契約もしくは分割計画、ま

たは当社が完全子会社となる株式交換契約もしくは株式移転計画について株主総会の承認（株主総会の承認

を要しない場合には取締役会決議）がなされた場合は、当社は、当社取締役会が別途定める日の到来をもっ

て、本新株予約権の全部を無償で取得することができる。

８．当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割、新設分割、株式交換または株式移転

（以上を総称して以下、「組織再編行為」という。）を行う場合において、組織再編行為の効力発生日に新

株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236条第１項第８号イからホまでに掲げる株式会社

（以下、「再編対象会社」という。）の新株予約権を以下の条件に基づきそれぞれ交付することとする。た
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だし、以下の条件に沿って再編対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新設合併契約、吸収

分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移転計画において定めた場合に限るものとする。

（１）交付する再編対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付する。

（２）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の種類

再編対象会社の普通株式とする。

（３）新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数

組織再編行為の条件を勘案のうえ、上記２．に準じて決定する。

（４）新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、組織再編行為の条件等を勘案のうえ、

上記３．で定められる行使価額を調整して得られる再編後行使価額に、上記８．（３）に従って決定され

る当該新株予約権の目的である再編対象会社の株式の数を乗じた額とする。

（５）新株予約権を行使することができる期間

「新株予約権の行使期間」の欄に定める行使期間の初日と組織再編行為の効力発生日のうち、いずれか遅

い日から「新株予約権の行使期間」の欄に定める行使期間の末日までとする。

（６）新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

上記４．に準じて決定する。

（７）譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による取得の制限については、再編対象会社の取締役会の決議による承認を要するものとする。

（８）その他新株予約権の行使の条件

上記６．に準じて決定する。

（９）新株予約権の取得事由及び条件

上記７．に準じて決定する。

（10）その他の条件については、再編対象会社の条件に準じて決定する。

 

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
－ 139,259,092 － 4,405,000 － 4,094,929
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（６）【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

Ｊトラスト株式会社 　東京都港区虎ノ門１－７－12 59,755 42.91

株式会社ユナイテッドエージェ

ンシー
　東京都中央区日本橋横山町７－18 40,800 29.30

　鈴木　高幸 　東京都北区 4,364 3.13

株式会社スクウエア・エニック

ス・ホールディングス
　東京都新宿区新宿６－27－30 3,420 2.46

　岡田　浩明 　東京都世田谷区 1,212 0.87

　株式会社ＳＢＩ証券 　東京都港区六本木１－６－１ 941 0.68

　奥村　仁哉 　福島県二本松市 860 0.62

　日本証券金融株式会社 　東京都中央区日本橋茅場町１-２-10 734 0.53

　星　　久 　東京都豊島区 545 0.39

　BNY GCM CLIENT ACCOUNT JPRD

 AC ISG (FE-AC)

　（常任代理人　株式会社三菱

　　東京UFJ銀行）

　PETERBOROUGH COURT 133 FLEET

 STREET LONDON EC4A 2BB UNITED

 KINGDOM

　(東京都千代田区丸の内２丁目７番１号)

532 0.38

計 － 113,166 81.26
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 　－ － －

議決権制限株式（自己株式等） 　－ － －

議決権制限株式（その他） 　－ 　－ －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　 25,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　139,210,400 　　　1,392,104 －

単元未満株式 普通株式　　　　 23,092 － －

発行済株式総数 　　　　　　139,259,092 － －

総株主の議決権 － 　　　1,392,104 －

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が62,300株が含まれております。

　　また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数623個および自己株式の失

念株式に係る議決権の数73個が含まれております。

２．平成28年６月28日開催の取締役会の決議により、定款の一部変更が行われ、平成28年８月１日付で単元株式

数を1,000株から100株に変更いたしました。

 

 

②【自己株式等】

平成28年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　アドアーズ株式会社
東京都港区虎ノ門

　１－７－12
25,600 － 25,600 0.02

計 － 25,600 － 25,600 0.02

（注）上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が7,300株（議決権の数

73個）あります。

なお、当該株式数は上記「①発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含まれております。

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、四半期報告書提出日現在における役員の異動は、次のとおりであります。

（１）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

代表取締役副社長 － 山根　敬 平成28年10月11日

 

（２）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

　　　男性９名　　女性１名（役員のうち女性の比率10％）
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、優成監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

　第49期連結会計年度　　　　　　　　興亜監査法人

 第50期第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間　　　優成監査法人
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,896,980 5,611,169

受取手形及び売掛金等 571,029 401,647

未成工事支出金 776 170,683

仕掛販売用不動産 1,582,561 1,931,492

販売用不動産 1,605,098 2,299,413

商品 316,458 195,305

貯蔵品 84,774 169,993

前払費用 575,405 627,942

未収入金 40,068 44,390

前渡金 103,787 61,325

繰延税金資産 119,936 123,294

その他 129,227 126,012

貸倒引当金 △20,330 △20,304

流動資産合計 10,005,773 11,742,366

固定資産   

有形固定資産   

アミューズメント施設機器(純額) 981,371 880,921

建物及び構築物（純額） 2,126,882 2,204,613

工具、器具及び備品（純額） 67,518 59,367

機械装置及び運搬具（純額） 159 1,867

土地 279,305 328,927

リース資産（純額） 3,490 2,525

建設仮勘定 8,381 7,681

有形固定資産合計 3,467,108 3,485,905

無形固定資産   

借地権 1,446,467 1,807,048

ソフトウエア 20,765 21,523

その他 607 607

無形固定資産合計 1,467,840 1,829,179

投資その他の資産   

投資有価証券 768,825 470,663

出資金 10,713 10,203

長期前払費用 286,156 210,724

敷金及び保証金 5,084,474 5,055,364

破産更生債権等 101,614 99,269

繰延税金資産 106,945 106,813

その他 112,127 197,422

貸倒引当金 △168,370 △165,956

投資その他の資産合計 6,302,486 5,984,505

固定資産合計 11,237,435 11,299,589

資産合計 21,243,209 23,041,955
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成28年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成28年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金等 854,481 875,000

短期借入金 2,017,300 1,047,616

1年内返済予定の長期借入金 1,507,529 2,179,355

1年内償還予定の社債 60,000 90,000

未払金 977,454 855,723

未払費用 71,339 71,450

未払法人税等 136,767 117,464

未払消費税等 118,389 53,340

前受金 149,998 142,801

預り金 49,744 55,040

未成工事受入金 9,901 313,798

資産除去債務 96,200 －

その他 29,000 29,109

流動負債合計 6,078,106 5,830,701

固定負債   

社債 150,000 240,000

長期借入金 3,893,576 5,904,518

長期未払金 506,964 423,794

預り保証金 434,893 463,223

資産除去債務 506,460 515,890

その他 43,500 29,004

固定負債合計 5,535,394 7,576,431

負債合計 11,613,501 13,407,132

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,405,000 4,405,000

資本剰余金 4,797,051 4,393,440

利益剰余金 426,224 823,748

自己株式 △2,875 △2,875

株主資本合計 9,625,400 9,619,314

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 4,306 4,356

為替換算調整勘定 － △347

その他の包括利益累計額合計 4,306 4,008

新株予約権 － 11,500

純資産合計 9,629,707 9,634,823

負債純資産合計 21,243,209 23,041,955
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 11,158,481 11,345,622

売上原価 9,407,576 9,585,126

売上総利益 1,750,905 1,760,495

販売費及び一般管理費 ※１ 1,401,987 ※１ 1,171,137

営業利益 348,918 589,357

営業外収益   

受取利息 1,079 951

受取配当金 876 843

広告協賛金 25,808 28,954

その他 20,572 13,138

営業外収益合計 48,337 43,887

営業外費用   

支払利息 85,339 72,484

その他 7,062 28,436

営業外費用合計 92,401 100,920

経常利益 304,853 532,324

特別利益   

固定資産売却益 208,382 15,651

関係会社株式売却益 154,626 －

違約金収入 9,515 －

その他 2,427 －

特別利益合計 374,951 15,651

特別損失   

固定資産売却損 24,538 2,074

固定資産除却損 553 1,190

減損損失 ※２ 1,036,024 ※２ 3,996

投資有価証券評価損 － 298,256

その他 12,584 42,189

特別損失合計 1,073,700 347,706

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△393,895 200,269

法人税等 35,463 67,123

四半期純利益又は四半期純損失（△） △429,359 133,146

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△429,359 133,146
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △429,359 133,146

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △247,524 50

為替換算調整勘定 － 347

その他の包括利益合計 △247,524 398

四半期包括利益 △676,883 133,544

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △676,883 133,544
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△）
△393,895 200,269

減価償却費 563,255 412,632

減損損失 1,036,024 3,996

のれん償却額 24,514 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △145 △2,440

受取利息及び受取配当金 △1,955 △1,794

支払利息 85,339 72,484

固定資産売却損益（△は益） △183,843 △13,577

固定資産除却損 553 1,190

投資有価証券評価損益（△は益） － 298,256

関係会社株式売却損益（△は益） △154,626 －

売上債権の増減額（△は増加） △45,566 169,381

たな卸資産の増減額（△は増加） △410,922 △1,177,219

たな卸資産への振替額 106,571 －

仕入債務の増減額（△は減少） △287,702 20,518

未成工事受入金の増減額（△は減少） 11,240 303,897

その他 2,254 △32,817

小計 351,095 254,777

法人税等の支払額 △38,189 △87,197

その他 △14,553 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 298,353 167,580

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） 30,148 114,150

有形固定資産の取得による支出 △671,788 △529,938

有形固定資産の売却による収入 1,351,771 82,460

無形固定資産の取得による支出 △6,825 △365,142

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による

支出
△403,782 －

利息及び配当金の受取額 1,955 1,815

敷金及び保証金の差入による支出 △1,093 △189,788

敷金及び保証金の回収による収入 211,334 105,116

資産除去債務の履行による支出 △26,502 △81,389

その他 △7,842 △74,361

投資活動によるキャッシュ・フロー 477,374 △937,078

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の増減額（△は減少） 513,702 △449,884

長期借入れによる収入 280,000 3,211,000

長期借入金の返済による支出 △1,227,759 △1,048,032

社債の発行による収入 － 150,000

社債の償還による支出 △30,000 △30,000

利息及び配当金の支払額 △359,596 △206,479

その他 20,979 △28,377

財務活動によるキャッシュ・フロー △802,674 1,598,226

現金及び現金同等物に係る換算差額 △27 △389

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △26,974 828,338

現金及び現金同等物の期首残高 3,791,929 4,316,585

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 3,764,955 ※１ 5,144,924
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

　当第２四半期連結会計期間において、新たに設立したBREAK ASIA LIMITEDを連結の範囲に含めております。

　なお、変更後の連結子会社の数は３社であります。

 

 

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」(実務対応報

告第32号　平成28年６月17日)を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設

備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 
 

 

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日)を第１四半期

連結会計期間から適用しております。
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（四半期連結損益計算書関係）

※１ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日

　　至 平成28年９月30日）

従業員給与手当 472,630千円 391,836千円

 

 

 

※２ 減損損失

前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

減損損失の内訳は、のれん356,859千円、顧客関連資産516,285千円、建物その他162,880千円であります。

 

当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

減損損失の内訳は、建物3,996千円であります。

 

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

現金及び預金勘定 4,369,500千円 5,611,169千円

預入期間が３ケ月を超える定期預金

及び担保提供預金
△604,545 △466,245

現金及び現金同等物 3,764,955 5,144,924
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

　１．配当金の支払額

　（決議） 株式の種類
配当金の総額

　（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日

定時株主総会
　普通株式 278,472 2.00 平成27年３月31日 平成27年６月26日 　利益剰余金

 

　２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　　　該当事項はありません。

 

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

　１．配当金の支払額

　（決議） 株式の種類
配当金の総額

　（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月28日

定時株主総会
　普通株式 139,233 1.00 平成28年３月31日 平成28年６月29日 　資本剰余金

 

　２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　　　該当事項はありません。

 

 

　３．株主資本の著しい変動

　当社は、平成28年５月25日開催の取締役会において、以下のとおり、平成28年６月28日開催の第49回定時株主総会

に、資本準備金の額の減少並びに剰余金処分についての議案を付議することを決議し、同定時株主総会にて可決承認

されました。

 

(1)資本準備金の額の減少の目的

　繰越利益剰余金の欠損金を填補し、財務内容の健全化と早期の配当の回復を実現することを目的として会社法第

448条第１項の規定に基づき、資本準備金の額を減少し、その他資本剰余金に振り替えるものであります。

 

(2)減少する資本準備金の額

　平成28年３月31日現在の資本準備金4,359,307千円のうち264,377千円を減少し、その他資本剰余金へ振り替えるも

のであります。

 

(3)剰余金の処分の要領

　会社法第452条の規定に基づき上記(2)の効力発生を条件に、その他資本剰余金264,377千円を減少して繰越利益剰

余金に振り替え、欠損填補に充当します。

 

　上記の結果、当第２四半期連結累計期間において資本剰余金が264,377千円減少し、利益剰余金が264,377千円増加

しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３
 

総合エンター

テインメント

事業

不動産事業
商業施設

建築事業
介護事業 計

売上高          

外部顧客

への売上

高

7,580,465 2,877,977 82,988 608,381 11,149,813 8,668 11,158,481 － 11,158,481

セグメン

ト間の内

部売上高

又は振替

高

131 － 64,254 － 64,385 － 64,385 △64,385 －

計 7,580,596 2,877,977 147,243 608,381 11,214,199 8,668 11,222,867 △64,385 11,158,481

セグメント

利益及び損

失(△)

492,342 269,552 △38,556 △110,151 613,187 △9,559 603,627 △254,709 348,918

　(注)１. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、パチスロ機周辺機器レンタル事

業・ゴルフ事業であります。

　　　２．セグメント利益及び損失(△)の調整額△254,709千円は、主として各報告セグメントに配分していない全社

費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益及び損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　４．第１四半期連結会計期間より、従来の「アミューズメント事業」は「総合エンターテインメント事業」

へ、「商業建築事業」は「商業施設建築事業」へ名称を変更いたしました。なお、当該変更は名称変更の

みであり、報告セグメントの区分の方法に変更はありません。

 

２.報告セグメントごとの資産に関する情報

　当第２四半期連結累計期間において、連結子会社であった株式会社日本介護福祉グループの全株式を譲渡した

ことに伴い、同社を連結の範囲から除外しております。これにより、前連結会計年度の末日と比べ、当第２四半

期連結会計期間末の「介護事業」セグメントの資産の合計は、1,762,981千円減少しております。

 

３.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　当第２四半期連結累計期間に、「介護事業」セグメントにおいて1,032,833千円の減損損失を計上しました。

また、「総合エンターテインメント事業」セグメントにおいて3,190千円の減損損失を計上しました。

 

　　（のれんの金額の重要な変動）

　当第２四半期連結累計期間において、連結子会社の株式会社日本介護福祉グループの全株式を譲渡したこと等

に伴い、のれんの金額に重要な変動が生じております。

　当該事象によるのれんの減少額は、406,859千円です。

　なお、上記（固定資産に係る重要な減損損失）の中に、のれんの減損額356,859千円も含めて記載しておりま

す。
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Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成28年４月１日 至平成28年９月30日）

1．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

(注)３
 

総合エンター

テインメント

事業

不動産事業
商業施設建

築事業

店舗サブ

リース事業
計

売上高          

外部顧客

への売上

高

7,131,742 2,959,423 1,226,169 9,940 11,327,276 18,345 11,345,622 － 11,345,622

セグメン

ト間の内

部売上高

又は振替

高

－ － 96,508 － 96,508 － 96,508 △96,508 －

計 7,131,742 2,959,423 1,322,677 9,940 11,423,784 18,345 11,442,130 △96,508 11,345,622

セグメント

利益及び損

失(△)

643,839 164,924 49,698 △1,352 857,110 5,560 862,671 △273,313 589,357

　(注)１. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、パチスロ機周辺機器レンタル事

業・ゴルフ事業であります。

　　　２．セグメント利益及び損失(△)の調整額△273,313千円は、主として各報告セグメントに配分していない全社

費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　　３．セグメント利益及び損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　　　４．第１四半期連結会計期間より、報告セグメント「店舗サブリース事業」を新たに追加しております。

 

 

２.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　当第２四半期連結累計期間に、「総合エンターテインメント事業」セグメントにおいて3,996千円の減損損失を

計上しました。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

(1)１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
△3円08銭 0円96銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）

△429,359 133,146

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）

△429,359 133,146

普通株式の期中平均株式数（千株） 139,234 139,233

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期利益金額 － －

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額　

(千円)
－ －

普通株式増加数（千株） － －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－

第1回新株予約権(新株予約権の目

的となる株式の数11,500,000株）

について、当第2四半期連結累計期

間において希薄化効果を有しない

ため、潜在株式調整後1株当たり四

半期純利益金額の算定に含めてお

りません。なお、この概要は、第3

[提出会社の状況]　1[株式等の状

況]　(2)[新株予約権等の状況]を

ご覧ください。

　（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失

であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 

平成28年11月７日

アドアーズ株式会社

取締役会　御中
 

優成監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加藤　善孝　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 陶江　徹　　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 柴田　直子　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアドアーズ株

式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から

平成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アドアーズ株式会社及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

その他の事項

　会社の平成28年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査

が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して平成27年11月11日付けで無限定の結論を表明してお

り、また、当該連結財務諸表に対して平成28年６月28日付けで無限定適正意見を表明している。
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利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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